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2022年度　環境経営レポート

有限会社　山口土建

本格運用期間

2022年4月1日～2023年3月31日



千葉県（01200157716）

千葉県2027年3月8日

※自社で請負う解体業に伴う産廃収集運搬のみを実施している。

全社・全活動を対象とする

本社及び資機材置場

埼玉県知事許可（般－2）第65078号

創業

組織の概要

事業所名

代表者名及び役職

従業員数

事業許可内容・種類

土木工事業、大工工事業、左官工事業、

2004年10月

9名

有限会社　山口土建

代表取締役　山口智久

〒350-0827

汚泥（埼玉県のみ）、廃プラスチック、

紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、

東京都（第13‐00‐157716号）

2021年11月12日から2025年11月11日

埼玉県（01100157716）

許可の有効期限

産業廃棄物収集運搬許可内容・種類

埼玉県川越市寺山50‐1

土木・建築業

1963年4月

所在地

事業内容

設立

タイル・れんが・ブロック工事業、

鋼構造物工事業、舗装工事業、板金工事業

ガラス工事業、塗装工事業、防水工事業、

内装仕上工事業、熱絶縁工事業、

建具工事業、建具工事業、解体工事業

とび土工工事業、石工事業、屋根工事業、

許可の有効期限

コンクリートくず

ガラス・陶磁器くず、がれき類

エコアクション21 認証・登録範囲

埼玉県 2025年12月12日

東京都 2026年1月10日

認証番号 0013665
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１．

２．

３．

４．

５． 持続可能な取り組みとして推進します

制定

改定

　有限会社 山口土建

代表取締役　山口　智久

行動指針：無理はやめよう、地球に悪い

　　環境経営方針

社是（基本理念）：草取りから建築まで
顧客ニーズの多様化に応える技術力を高め、フットワークの軽さを活かし、

地域社会の利便性の高い生活環境を整えることに貢献します

2023年5月20日

行動指針をモットーとして、安全な作業や、作業の効率化を図るため、
ムリ、ムラ、ムダを減らし、次の項目に重点的に取組みます

限りある資源を有効に使用するために、３Ｒ活動に取り組みます

地球温暖化対策のために、エネルギーの効率的使用に取り組みます

環境関連法規を遵守します

現状に満足することなく、環境経営の継続的改善に取り組みます

2021年12月24日

認証番号 0013665
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1 環境経営方針の制定

2 環境目標、環境活動計画書策定時の承認

3 ＥＡ２１の構築と運用

4 ＥＡ２１取組状況の評価と見直し

5 経営資源（人、設備、情報等）の用意

6 遵法性評価

7 月例ミーティング議長

8 総括責任者の指名（自己指名を含む）

9 対外部折衝　

10 活動計画の討議、目標のフォロー　

11 手順書の承認　

12 緊急事態への対応　

1 社長にＥＡ２１の運用状況の報告

2 緊急事態の訓練責任者　

3 教育・訓練の実施責任者　

4 環境目標と環境活動計画の実施状況の検討

5 ＥＡ２１の周知、徹底と教育の計画　

6 現場に関する目標、活動計画の実施責任

7 是正・予防の対策立案と実施責任

1 コミュニケーション記録、是正・予防記録の承認　

2 環境経営目標と環境経営計画の作成

3 文書管理　

工事部長

事務局長

工事部長

総括責任者
（社長）

環境経営組織図・実施体制

社 長

総括責任者

役割 主な責任と権限

事務局長

リーダーシップの発揮
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2021年度

基準値 目標値
基準年比

％ 目標値
基準年比

％ 目標値
基準年比

％

分別廃棄
物

ｔ 240 240 100 238.8 99.5 237.6 99.0

混合廃棄
物

ｔ 150 150 100 149.25 99.5 148.5 99.0

軽油 L 12,053 12,053 100.0 11,993 99.5 11,932 99.0

ガソリン L 6,968 6,968 100.0 6,829 98.0 6,794 97.5

電力 kWh 19,697 19,697 100.0 19,500 99.0 19,402 98.5

CO2排出量 kg-CO2 56,166 56,166 100.0 55,598 99.0 55,317 98.5

分別廃棄物排出係数は、その他のがれき類「換算係数t/㎥：1.48ｔ」

混合廃棄物排出係数は、安定型混合廃棄物/管理型混合廃棄物「換算係数t/㎥：0.26ｔ」

＊電力排出係数は、TEPCO調整後排出係数：0.452ｋｇ－ＣＯ２/ｋＷｈ 

注１）化学物質の取扱はありません。 

注２）水使用量については、水道料金が家賃に含まれ請求されることから使用量の

把握 ができず、量の削減ではなく、節水の取組としています。

次年度の取組

次年度の環境経営目標値として、上表の２０２３年度の目標値を採用し、 

また取組は概ね8Pの活動項目を取り組みます。

中期環境経営目標

2022年
4月～3月

2023年
4月～3月

2024年
4月～3月

項目 単位方針

３
Ｒ
活
動

C
O
²

排
出
量

認証番号 0013665
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遵守状況確認日：2023年3月31日
最新状況確認日：2023年5月20日

遵守評価 最新確認

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

〇 済

※過去に違反・訴訟及び関係当局より違反等の指摘はありません。

対象工事届出

廃車なし

廃棄家電なし

対象重機なし

ヒアリング

対象工事なし

該当工事無し

車検証で確認

積込時、積載量チェック、
日常点検実施

埼玉県生活環境保全条例（アイドリングストップ）

道路運送車両法

許可証、契約書、マニフェスト、石綿廃
棄物：レベルⅡ・Ⅲ等

環境関連法規のとりまとめ

確認内容等法規等名称

廃棄物処理法

騒音規則法

オフロード法

自動車NOx・PM法

大気汚染防止法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

建設リサイクル法

認証番号 0013665

認証番号 0013665
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事項 確認文書 代表者の評価

実施日：2023年4月28日

実施者：代表取締役

※年1回実施すること

指示事項等

代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項

事項 変更の要否

環境経営計画

実施体制
システム全般

不要

不要

不要

要

代表者による全体への評価と見直し・指示事項

環境経営方針

環境経営目標

目標・活動計画フォロー表

遵法性チェック

結果記録

環境コミュニケーション記録

廃棄物に関しては解体工事を想定していなかったため数量が
増えてしまった。
解体工事を見越した実質的な目標を設定する。
エネルギーに関しては遠距離の現場があり目標を超えて
しまった。今年度の実績を反映した目標設定をする。
電力はコロナ過含めて空調を多く使用したためだが、省エネに
努める様目標に反映する。

対象は該当するものがなかったが、対応が出来る様な体制は
継続しておく。
マニフェストは発行管理だけでなく、常に情報共有できる
体制にする。

特別問題なし

環境経営目標の達成
状況、環境経営計画
の実施状況、及びそ
の効果

法規の遵守状況

外部からの苦情・要
望、システム全体

社外にも発信できるような取組の実施を検討

継続して実施

継続して実施

継続して実施

認証番号 0013665
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承認年月日：2023年5月20日

承認者：山口　智久

活動内容 担当者 評価（結果と今後の取組） 評価

目標 ①正確なマニフェスト処理 内勤

実績 ②正確な廃棄物の分別 現場

評価 87.1% × 78.9% × ③安全な廃棄物運搬作業　　　　　　　　　 〃

目標 ①正確なマニフェスト処理 現場

実績 ②必要最小限の廃棄量 〃

評価 2233.3% 〇 2958.6% 〇 〃

目標 ①エコドライブの徹底 現場

実績 ②毎月の燃費管理 〃

評価 91.8% △ 118.2% 〇

目標 ①エコドライブの徹底 現場

実績 ②毎月の燃費管理 〃

評価 105.8% 〇 117.8% 〇 〃

目標 ①毎月の使用量記録と見直し 全従業員

実績 ②不要時スイッチoffの励行 〃

評価 74.9% × 94.1% △ ③冷暖房の適切使用 〃

目標 全従業員

実績 〃

評価 93.3% △ 113.4% 〇 〃

※HPや各会報誌等で改正情報を入手 社長

※事務所や資材置場、各現場でチェック 社長

※担当者のみではなく、全社員が法規遵
守の意識をもつ

社長

※月例ミーティング内でのEA21従業員教
育
※責任者だけでなく全社員が互いに指摘
し合える関係性を構築
※緊急事態訓練（9月）

社長

※年度締め時期に評価・見直しならびに
新年度計画作成

社長

目標値の評価方法：数値が減ると良い方向になる目標（例えば、燃料、廃棄物）は目標÷実績で評価値を表す。

評価値１００％以上：〇、９０％～１００％未満：△、９０％未満：×。

活動計画の評価方法：活動内容を実行した：〇、実行したが不十分：△、活動をしなかった：×。

手順： １．毎年度、総括責任者が承認する。

２．その後に、回覧又は掲示する。

３．環境方針又は環境目標の改訂等を

　　大幅に変更するときには改訂し、総括責任者が承認する。

４．総括責任者が６カ月毎に確認・評価する。

５．大幅な未達成、大幅な遅れ発生した場合には総括責任者が是正処置を行う。

5,609 10,201

137.8 304.1

軽油
使用量
（ℓ)

5,150 12,053

６．202２年度目標・計画取組実績

目標項目
目標値と実績値、評価 活動計画

前半 年度累計

経営的にコロナ過の影響は少ないと感じていたが、未達の項目を見ると影響を認
識できた
達成に向けて対策を講じていくのが課題である
SDGsの具体的取組としてEA21を実施したが、社員の理解度向上のため資格取得
や説明会の開催を検討する

分別廃棄物
(t)

120 240

ガソリン
使用量
（ℓ）

3,480 6,968

3,288 5,916 〇

26,082 49,508

CO2
総排出量
（ｋｇ－ＣＯ２）

24,344 56,166

軽油、ガソリン、電力の活動内容と同じ

全体コメント
環責が年度終
了後に記載す

る

混合廃棄物
（ｔ）

×

〇

〇

△

〇

環境関連
法規遵守・
その他
社内活動

電力使用量
（ｋWh）

6,600 19,697

8,813 20,940

前期は遠距離が多かったが年度で
は達成できた
エコドライブは継続して実施したい

分別精度を高めたことで排出量が大
幅に減少し達成
継続して実施したい

分別に関しては分別精度を高めたこ
とと排出量が増えたため未達だが目
標を変更

達成はできたが、５ｔの数字を共有し
て1人あたりや売上に対して削減でき
るように全員で取り組む

コロナ過の影響も多く消費量は未達
になった
省エネ活動はもとより、事務所の早期
閉所日を設定し、削減に努める

ガソリンは達成できたが、予想では大
幅な減少を見込んでいた
新車を導入したので燃費の向上を注
視したい

①法規改正情報の入手

②遵法性チェック

③遵法性教育

①教育・コミュニケーション

②EA２１関係

情報収集は定期的に実施する
ミーティングでEA21の時間枠を確保
して、各項目のチェックと教育を実施
する

慨ねイメージに近い形で動けた
全社としてEA21が負担ではなく
他社との差別化されるものになる
様に継続しやすいツールにしていく

90 150

4.0 5.1

混合廃棄物

以外
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